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１．はじめに 

 複合感染の原因となる PRRSV 対策は、

豚感染症の防衛対策の第一義的な取

り組みである。知多半島は県内他地域

に比べて大規模の企業養豚が多く、衛

生レベルの高い農場もあるが、昔なが

らの家族経営農場などでは衛生対策

が不十分な場合もあり衛生レベルに

差がある。そのため、地域全体の衛生

意識を向上させる目的で地域生産者

の防疫対策協議会（以下、協議会）と

ともに PRRSV 対策への取り組みを開始

したので紹介する。 

 

２．これまでの課題 

PRRSV 対策のうち最も重要である母

豚の免疫安定化方法について、管内農

場では自家育成による母豚更新がほ

とんどであり、母豚ワクチン使用農場

が少なく、自農場株にしか免疫を持た

ない農場が多数である（図１）。 

また出荷先については、全農家がＡ

又はＢのと畜場に出荷しており、地域

の別農場と株を共有するリスクがあ

る（表１、図２）。 

 

 

 

 

 

 
図１ 母豚の免疫安定化方法 

図２ 管内農場の分布と出荷先と畜場 

表１ 出荷先と畜場 



実際に過去には近隣農場での株共

有事例もあった（図３）。 

知多地域の過去３年間の感染状況は

表２のとおりで、いずれの年も安定農

場が多いものの、清浄農場に野外株が

侵入し、流死産がみられた農場もあっ

た。また令和２年と３年については、

未実施あるいは不明農場の割合が多

かった。 

 

３．今年度の取り組み 

（１）地域生産者協議会との協議 

地域一体となって対策を行うため

にどうすべきかを地域の生産者協議

会で協議。PRRS 対策への農場ごとの意

識の差をなくすため、各農場の感染状

況や優良事例の共有を家保から提案

したところ、生産者からも近隣農場の

感染状況が知りたいと賛同が得られ、

せっかくなら全農場検査できるよう

にしてはどうかとの意見が出た。協議

の結果、令和５～７年度までの３年間

は協議会と各メーカーの協力を得て、

全農場で発育ステージ別検査を実施

することが決定した。また年に１回、

協議会主催で生産者全員を対象とし

た全体勉強会を開催し、農場毎の感染

状況及び優良事例を共有することも

決定した。 

 

（２）検査実績及び指導事例 

今年度は合計 544 頭を検査し、各農

場の感染状況について個別検討会を

10 回開催した。そのうち１農場は、こ

れまで発育ステージ別検査に前向き

でなかったため、家保に株の情報がな

かったが、今回の全農場検査で初めて

株を解析することができ、地域の近隣

農場と同一株を共有していること、さ

らに最も近縁なのは県内他地域の株

であることが判明した。検査結果を基

に、出荷車両の消毒や豚舎毎の長靴履

き替え徹底を指導した他、自農場の感

染状況を把握するために半年に一度

の発育ステージ別検査の実施と生ワ

クチンによる母豚免疫安定化を推奨

している。 

図３ 過去の株共有事例 

表２ 管内一貫農場の感染ステージ

分類（数値は戸数） 



（３）全体勉強会の開催 

上半期の検査結果が出揃った後、

PRRS 流行期の冬に向けて各農場が衛

生対策を見直せるように令和５年９

月に第一回全体勉強会を開催した。優

良事例や、知多地域の感染状況（表２）

について家保から情報提供したほか、

一方的な講義だけで終わらないよう、

生産者同士のフリーディスカッショ

ンの時間も設け、生産者同士で意見交

換できるようにした（図４）。 

勉強会後のアンケートでは、参加者

から「自農場の衛生対策を見直すきっ

かけになった」「知多半島の感染状況

や農場の分布を知れてよかった」「知

多地域の感染目標を設定する必要が

ある」などの意見が出た。 

また勉強会後の検査では、今まで有

料検査を受けたことのない２農場が

有料で検査を受けるようになり、少し

ずつ生産者の意識が変わってきてい

るように感じる。 

 

 

４．今後の方針 

地域全体の衛生対策をより一層向

上させるため、検査をして終わりでは

なく、検査結果に基づく衛生指導を継

続すること、また生産者全員を対象と

した全体勉強会等により地域全体の

衛生対策意識を醸成することが重要

であり、今後も継続していく。 

さらに、被害の大きくなる若齢での

感染をなくすため、陽転豚舎での環境

検査を実施し、汚染度を調査するとと

もに、人手が足りない農場でも取り組

みやすいよう、汚染度に応じて優先す

べき対策を決定し、指導していきたい。 

図４ 第一回全体勉強会 


